


コノテラ通信はコノミヤテラスの日々の出来事や地域の情報をお知らせする通信紙です。

その通信に見立て「協働する学生のチカラ版」として活動をこ紹介します。

コノテラ通信
協働する学生のチカラ2020版

イズミヤ河内長野店で塗ってみよう会を開催 8月から 11月にかけて合計6回開催し。初回にプロの塗装屋

さんからレクチャーを受け、関西大学・武庫川女子大学の学生や

昨年度、研究室活動の一環で「イズミヤ河内長野店」の改修活 店舗関係者の方と一緒に作業しました。

用提案を行いましたが、今年度は実際に活動を行っていくことと 当初、苔や蜘蛛の巣で覆われたベンチ等があり、ひとけのない

なりました。 広場でしたが、楽しげで手作り感のある広場とすべく、現地で色

南花台でも活動当初は、「まずは自分たちの手で、街をきれい を検討しながら、ベンチだけでなく、広場を囲うように配置され

にする活動をやってみよう！」というコンセプトで塗ってみよう た手すりや街灯、リサイクルBOXも塗装しました。塗装後は決

会をスタートしましたが、イズミヤ河内長野店でも今後様々な地 して多くの人数が集まっているわけではないが、コーヒーを飲み

域住民との活動を行っていくことを想定し、きっかけとして塗つ ながらたたずむ人や高校生が談話する風景が増え、店舗関係者か

てみよう会を実施することとなりました。 らも喜んでいただいています。



「クルクル」の活動拠点を地域の方々 とつくりました！

9月下旬から 10月上旬まで約2週間

かけて、クルクルの活動拠点を地域の

方々と一緒につくりました。運行に関

する打ち合わせや乗車の受付所として

活用しています。おおさか河内材をふ

んだんに使い、利用者からもやわらか

い雰囲気が感じられると好評です。

UR南花台団地の外壁塗装工事が完了しました！

2019年の秋頃から約 1年間工事が進んでいた UR南花台団地の外壁塗装工事が完了しま

した！丘の上にある南花台団地は河内長野の様々な場所から見えるのですが、遠くからで

も変化が分かり、丘の上の白い集落のような景観に生まれ変わりました。全棟塗装デザイ

ンが異なり、歩いていても何気ない微妙な変化が楽しめる空間となっています。

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、

2020年3月ごろから様々な活動を制限せ

ざるを得ませんでした。そんな状況下で、

毎朝 10時のラジオ体操や「孫とスマホで

連絡取りたい」との声からスタートしたス

マホの日など、感染対策を行い、実施して

きました。対面でのつながりが制限される

中で、地域の皆さんと話し合いながら活動

の継続と実践に試行錯誤した 1年でした。

咲っく南花台って？
HPでチェックできます！

-c::.iii 咲っく南花台.com
► http://nankadai.com/sac 



今
年
の
3
月
以
降
、
私
た
ち
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
が
大
き
く
変
わ

り
、
毎
朝
の
日
課
で
あ
る
「
朝
10
時

か
ら
の
ラ
ジ
オ
体
操
」
に
も
大
き
な

変
化
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

4
月
以
降
、
外
出
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
中
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
参
加

者
は
日
に
日
に
増
え
、

5
月
の
連
休

明
け
頃
に
は
、

40
人
を
超
え
る
方
が

集
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

「
少
し
で
も
家
を
出
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
場
所
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
、
参
加
者
か
ら
の
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
6
年
間
毎
日

継
続
し
て
き
た
活
動
が
思
わ
ぬ
形
で

実
を
結
び
、
「
支
え
合
い
の
基
盤
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま

し
た
。
だ
ん
だ
ん
テ
ラ
ス
は
「
住
民

が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
状
況
は
改
め

て
運
営
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
参
加
者
の

数
は
、
徐
々
に
平
常
時
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
柔
軟
に
運
営
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
テ
ラ
ス
で

の
活
動
も
徐
々
に
再
開
し
て
い
る
の

で
、
裏
面
の
予
定
欄
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

だ
ん
だ
ん
通
信
7
月
号
よ
り
抜
粋

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

暮
ら
し
の
変
化

.. 
2020年度
だんだんテラスの活動

「支え合い」

M
2
藤
居
君
の
俳
句
が
入
選
し
ま
し
た
！

海
を
越
え
八
幡
に
降
り
立
つ
秋
の
羽

囲書館等の公共施設が休館となった影轡もあり、中央センター商店街の

一角（バス停前のベンチ付近）に並べている文庫本を借りていく方も多

くいました。現在は、自分のいらない文庫本も持ち込んで本棚に並べて

くれる方も増えいています。

だんだん句会と八幡支援学校の授業交流
「ことばをつなこう」をテーマとした俳句づくり

これまでなかなか俳句を作ることができなかった生徒が、当日中に三句

もの俳句をつくる等、とても意欲的に活動に向かう姿が印象的で、実際

にたくさんの俳句が生まれました。一緒に俳句を作る中で生徒達を見

守っていただき、作った作品を大いに評価してくださることで、生徒達

は自信をもつことができました。また、一生懸命に俳句を作る生徒の姿

に感心する。そんな双方向のやりとりがあって、大変貴重な交流となり

ました。（一部抜粋） 上田優介先生／八幡支援学校教育交流部

支援学校の生徒に接すると自分が見えてきます。自分の卑しさや愚かさ

が灸り出されます。今回も、兼題のコスモスの写真を前に黙考する女生

徒に、手助けのつもりでコスモスに関する言葉をあれこれ投げかけても、

彼女は黙ったままです。やおら、彼女が書いた文字が「秋風」でした。

私には見えない「風」を見て、彼女は言葉を探していたのです。消え入

りたい思いでした。（一部抜粋） 塚本正／だんだん句会
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今
年
度
も
男
山
団
地
に
お
い
て
、
関

西
大
学
団
地
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

U
R
都
市
機
構
に
よ
る
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
住
戸
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
年

度
は

C
地
区
の
一
階
住
戸
の
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
モ
デ
ル
提
案
を
行
い
、
団
地
特

有
の
屋
外
空
間
を
も
活
か
す
こ
と
に
も

繋
げ
ま
す
。
ま
た
、

D
地
区
で
は
集

会
所
と
合
わ
せ
て
住
戸
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
最
小
限
の
コ
ス
ト

に
よ
る
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
モ
デ
ル
を
設
計

し、

D
地
区
集
会
所
と
の
関
連
に
よ

る
男
山
団
地
に
し
か
な
い
魅
力
的
な
暮

ら
し
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

【
ド
マ
と
マ
ド
か
ら
広
が
る
】

こ
の
住
戸
は
北
側
に
は
公
園
が
あ

り
、
南
側
に
は
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い

ま
す
。
北
側
の
部
屋
を
窓
か
ら
外
に
開

い
て
い
る
広
い
土
間
と
し
、
住
民
や
友

達
が
集
い
談
笑
が
可
能
な
場
と
し
、
南

側
を
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
―
一
ン
グ
と
寝
室
と

し
て
設
計
し
ま
し
た
。
土
間
の
壁
に
は

垂
木
を
打
ち
込
み
、
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
を
用

い
て
飾
り
棚
や
デ
ス
ク
な
ど
、
D
—

Y

で
自
分
の
空
間
を
創
る
こ
と
が
で
き
る

余
白
を
設
け
ま
し
た
。

【
小
さ
く
広
く
住
む
】

こ
の
住
戸
は
近
く
に
今
年
改
修
が
行

わ
れ
る
集
会
所
が
あ
り
、
緑
道
に
面
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ひ
と
け
が
あ
リ
な

が
ら
も
緑
に
囲
ま
れ
た
住
戸
と
な
っ
て

い
ま
す
。
洗
濯
機
の
移
設
に
よ
り
、
水

回
り
を
広
く
し
つ
つ
収
納
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
ま
し
た
。
玄
関
か
ら
入
る
部
分

に
透
明
の
引
き
戸
、
欄
間
を
設
け
る
こ

と
で
、
玄
関
周
り
を
明
る
く
し
つ
つ
緑

に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

ま
す
。
【D
地
区
集
会
所
】

三
つ
の
庭
(
1
1
公
共
空
間
）
と
三
つ

の
小
屋
(
1
1
公
共
的
施
設
）
に
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
「
食
」
か
ら
発
想
す
る
様
々

な
活
動
が
循
環
す
る
値
域
拠
点
を
提
案

し
ま
し
た
。
集
会
所
内
は
外
部
空
間
と

の
繋
が
り
を
生
み
出
す
設
え
と
し
ま

す
。
屋
外
ベ
ン
チ
な
ど
仮
設
家
具
を
設

置
し
、
屋
内
・
外
に
賑
わ
い
が
見
え
る

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
キ
ッ
チ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
、
利
用
方
法
の
可
能

性
を
広
げ
ま
し
た
。

U
R
都
市
機
構
と
協
働

リ
ノ
ベ
|
シ
ョ
ン



毎月第4日曜日は佐治の町が楽しくなる！

サジイチ
ー ． 

毎月第4日曜日に宿場町である佐治を舞台に、佐治全体が

一つのお店のようなマルシェを佐治倶楽部の会員、地域の

商店さんが合同で企画している。佐治倶楽部が管理してい

る空き家である、「本町の家」「衣川會舘」「センバヤ」の3

つを地域に開放している。

ル一‘

r
 

サジイチの日の佐治の通り

■サジイチにおける学生の提案
佐治の宿場町の魅力的な屋外空間の活用を目的に、「来楽館」のスペース

をお借りし、ハンモックの設置やWSを実施した。季節に合わせて、屋

外暖房の設置も行った。サジイチの様子をSNSで発信したり、オリジナ

ルエコパッグのデザインから制作まで行うなど、サジイチのファンを増

やす取り組みも行っている。また、サジイチ出店情報を記載したサジイ

チMAPの作成も行った。
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空さ家活用を考えるチーム

CHATTA 
チャッタ

地域有志の方々、 ATACOM参加学生、関西大学佐治スタ

ジオスタッフで地域の空き家について実践を通して考えて

いくチームとして活動している。 CHATTA(チャッタ）と

は、丹波地方の方言の一つであり、「～している」という

意味を表す。現在進行系で様々な出来事が町の中に溢れる

ことを願って命名された。

■ CHATTAの三本柱
空き家を活用する上で次のような活動コンセプトを指

針にしながら、地域全体の暮らしの環境がよくなるこ

とを目指している。

【商いの拠点】

商いの町の歴史を活かして、地域の中に賑わいを生み

出すような活用方法を考える。

【学生の拠点】

地域と学生の日常的な交流、実践的な学びの場として

の活用方法を考える。

【チャレンジの拠点】

地域の方々や学生が成松の地域でやってみたいことを

チャレンジできる場所として空き家を活用していく。

■ CHATTAのこれまで
,-----------, 
1交流声住を促す「空き家活用モデル」 1

lの調査活用プロジェクト 2009 I 

l関西大学が中央地区に関わり始めるきっ I 

I 
かけとなったプロジェクト。地域の方々

との意見を通して、「まずは、地域のこと
I 

1を知ろう！」ということになった。 1 

L, ,---------...l 

¥ I ATACOM発足! 2010 
＼ 愛宕祭での造り物づくりを通し
＼ 

＼ て地域を知ることからスタート。

¥ I以降、毎年20名前後の学生有
,, 志が成松に関わり続ける。

軽トラ市に空き家を使って参加 2018.3 

空き家について地域の方ヘインタビュー。

置』

空き家についての

意見交換会スタート 2017.11 

地域有志の方々 、 ATACOM参加学生、関

西大学佐治スタジオスタッフ、で空き家

について意見交換を行う。様々な事例を

調べまずは自分たちでできることから始

めていこうということに。

活動チーム名を

「CHATTA.Jと命名 2018.6 

軽トラ市に空き家を使って参加 2019.3 

空き店舗への出店を公募形式で決定。 4軒の

空き家に出店いただき、今までにない風景を

作ることができた。

空き店舗で夜祭リしCHATTAvol.1

(HATTAの主催事業とし
て、空き店舗の活用イベン

トを実施。 3軒の空き家を

活用し、近所の方が気軽に

集まる場所ができた。

2019.7 

二

軽トラ市に空き家を使って参加 2018.11 
空き家について地域の方へのインタビューと同

時に、空き家を使ったwsとカフェも実施。

軽トラ市の前夜祭的に夜祭り vol.2
を実施。冬場で人出は少なかったが、

確実に活動の認知度は上がった。ま

た、翌日の軽トラ市でも空き家を活

用してwsなどを企画・実施した。

空き家叩納屋）の借用を検討する 2020.6 
CHATTAの主な活動場所となっている「加納
屋」の本格的な借用に向けて動き出した。

-

■毎月 1回CHATTA会議を実施
2017年11月に第一回が開催された、「空き家についての意見交換会」を

前身として、毎月一回のペースで、 CHATTA会議を行いながら、 CHATTA

の拠点化に向けた話し合いや、イベントに向けての企画準備等に関して

話し合いを続けている。地域の方々は30代rv60代まで幅広い年齢層

が所属し、現在は 13名のメンバーが主に所属している。

CHATTAのロゴ

■成松商店街の空き店舗でハロウィンしCHATTA

■朝勉強の会に参加
8月8日と 11日に、地域の小学生に夏休

みの宿題を教えながら交流する企画に協力

する形で学生が参加。愛宕祭や大きなイベ

ントがない中で、初参加の学生が成松に関

わるきっかけとなった。

をテーマにイベントが企画された。このイベントをきっかけに CHATTAの取

り組みに関心を持つ人が増え、質問をされる機会が多くなった。

t¥ 

＂ h鰤l(!llf門＂デ翠
仮装した子どもにお菓子を配る
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心

｝

か

●

茅
I
 



地元で掘った粘土をつかって、地域の人たちと
一緒にカレー器やタイルづくりをしました。
大野の陶芸教室の先生に教えてもらい、粘土に
触れるのを楽しみながら、みんなそれぞれの味
がでた愛らしい器が出来ました。

今
年
の
横
町
ス
タ
ジ
オ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

「
み
ん
な
で
一
つ
の
モ
ノ
を
つ
く
る
」
こ
と
を

大
切
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
み
ん
な
で
一
緒
に

ワ
イ
ワ
イ
つ
く
っ
た
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

子
供
も
大
学
生
も
大
人
も
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に

混
ざ
っ
て
昔
や
っ
た
「
工
作
」
の
延
長
と
し

て
、
遊
び
の
モ
ノ
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。



2020年度の活動における協働者・団体

【丹波市佐治スタジオ】

ーサジイチ—

•佐治自治協議会

•佐治商店街のみなさま

・建築環境デザイン研究室

藤居省伍、木村聡史、足立祐花

• 関西大学建築学科

定真之介、宗安勇輝

・ふるさとづくり青年隊事業公募青年

鷲田真緒（武庫） 11女子大学）

北沢恵里佳（関西大学商学部）

•佐治倶楽部のみなさま

•佐治地域のみなさま

• 関西大学佐治スタジオスタッフ

・兵庫県青少年本部

【八幡市／男山団地】

ーだんだんテラス・だんだんラボー

• 関西大学団地再編プロジェクト

・提案部会のみなさま

-CHATTA-

• 関西大学建築環境デザイン研究室

藤居省伍、木村聡史、足立祐花

•関西大学建築学科

宗安勇輝、破田野雄己、八王子富代

・ATACOM卒業生

中村穂希、江馬良佑

・中央地区自治振興会のみなさま

・商工会中央地区のみなさま

・成松ロイヤルクラブのみなさま

・中央地区のみなさま

• 関西大学佐治スタジオ

・ラボの会

• おひさまテラス

• 関西大学佐治スタジオ（出町慎、植地淳、関谷大志朗）

・辻村修太郎（地域コーディネーター）

・男山やってみよう会議メンバー

・地域包括ケア複合施設YMBT

•独立行政法人都市再生機構

・京都府

・八幡市

・男山中央センター商店会

・京都府立八幡支援学校

・男山児童センター

・学校支援地域本部

・京都府建築土会青年部会のみなさま

一住戸改修一

・一般社団法人カンデ／辻村修太郎、植地淳

・建築環境デザイン研究室

Ml : 藤本恭輔

B4: 木村聡史、松岡桜子

・KSDP提案部会

・UR男山団地自治会 (A,B、八望）

・手作り市メンバー

・八幡地域猫を考える会

•朝市の農家の方々

・だんだん句会

・だんだんテラス・ラボ利用者のみなさま

・京都： Re-searchの関係者のみなさま

江川直樹（建築学科教授）、野村正晴（建築学科助教授）、安原秀 (OLAの会）

三谷幸司（三谷都市建築設計室）、菊田純一（菊田建築計画研究所）

•独立行政法人都市再生機構



【河内長野市】

ー咲っく南花台／コノミヤテラス—

•河内長野市

谷ノ上浩久、山田浩太、槌野貴公、藤田晃正、寺本英之、

土井哲、浦田尚代、吉富裕子、山本佐知子、 藤本将史、

吉川健三、繁田晃一、坂ノ上洋、和藤亜子

・大阪府／冨田将行、扶蘇美香、赤西香、

•河内長野市社会福祉協議会／士橋崇之、信夫幸子

・UR都市機構／松岡弘幸、中村寿宏、入野啓太、久恒沙希、

志知治、樋口由佳

•株式会社コノミヤ

•特定非営利活動法人 SEIN/ 宝楽陸寛

・atelier NOAHNOOR/天）11麻子

• 株式会社アーバンリバース／太田隆司

・無有建築工房／竹原義二、大八木裕道、齋藤由希子

・E-DESIGN /忽那裕樹、山田匡、 1中山真央

• 関西大学建築環境デザイン研究室

•関西大学社会学部教授／与謝野有紀、林直保子

•関西大学建築学科教授／大影佳史

イズミヤ河内長野店改修

・エイチ・ツー・オーリテイリング（株）／杉本良平

・（株）エイチ・ツー・オー裔業開発／原田綾子、岸上健

•河内長野市森林組合／堀切修平、尾ノ上貴浩

・クラウドアーキテクツ/CLOUD ARCHITECTS/川上真誠

・一般社団法人カンデ／出町慎、野々山稔、福本優

辻村修太郎、植地惇

・武摩川女子大学／後藤田葵、橋本沙樹、木村友香

・錦秀会看護専門学校／大給孝明

・咲っく南花台事業者の会

・南花台自治会のみなさま

・UR南花台自治会のみなさま

・南花台まちづくり会のみなさま

・南花台自治協議会のみなさま

・南花台中学校区青少年健全育成会のみなさま

・たくさんの南花台・石仏住民のみなさま

【大野市関わり続ける定住のカタチによる結の故郷づくり事業／横町スタジオ】

・大野市 x関西大学地域連携協定／大野市総合政策課のみなさま

・JI I瀬幸男

・建築環境デザイン研究室／江川直樹

・一般社団法人カンデ／出町慎、辻村修太郎、植地惇、間谷大志朗

・提案部会／安原秀、三谷幸司、菊田純一

•横町編集部のみなさま

・日吉町一区のみなさま

・マッスル出版社のみなさま

・大野おさんぽアートミュージアムにみなさま

・マイカレーライスプロジェクトのみなさま

．泥祭りのみなさま

・わたしが未来の市長プロジェクトのみなさま

•福井大学のみなさま

・駐車場活用提案実行委員会のみなさま

• 生ゴミ 0ミミズコンポストプロジェクトのみなさま

【そして、ここに書ききれない見守ってくださったたくさんの方々】




